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載
か
ら
す
れ
ば
、
鷺
本
・
の
任
那
に
対
す
る
開
心
は
、
大
化
以
後
に
あ
っ
て

　
も
切
実
で
あ
っ
た
と
反
論
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ

　
る
。

⑪
　
上
溝
正
昭
氏
「
上
代
氏
族
の
形
成
過
m
縦
」
（
飼
史
学
五
五
）

⑲
　
異
世
代
婚
の
民
旅
聡
Ψ
的
考
察
に
つ
い
て
は
、
布
　
村
一
夫
氏
の
「
上
代
日

　
本
の
異
世
心
に
つ
い
て
」
　
（
歴
史
学
研
究
第
二
八
二
号
）
の
力
作
が
あ
る
。

　
拙
稿
も
こ
れ
に
導
か
れ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
。

⑫
　
麟
印
は
皇
続
系
譜
に
、
○
印
は
附
加
的
系
譜
に
夫
点
輿
世
代
婚
の
み
ら

　
れ
る
野
心
を
示
し
て
い
る
。

⑪
　
例
え
ば
、
日
下
部
連
は
新
撰
姓
氏
録
に
よ
れ
ば
彦
坐
命
よ
リ
禺
た
こ
と

　
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
氏
族
は
彦
坐
命
と
沙
本
・
大
闇
繰
戸
由
冗
と
の
問
に

　
生
ま
れ
た
監
本
毘
野
冊
の
後
蕎
で
あ
る
。
以
下
の
例
は
略
す
。

⑬
新
撰
姓
氏
録
左
京
皇
別
和
爾
部
朝
臣
の
条
「
漫
芸
部
朝
臣
大
望
日
朝
臣

　
同
祖
」
と
あ
る
。

⑯
　
布
村
氏
は
、
前
掲
論
丈
に
お
い
て
、
異
世
代
婚
が
三
世
紀
か
ら
｝
○
世

　
紀
に
簗
る
ま
で
｛
悲
し
て
行
わ
れ
た
と
説
い
て
お
ら
れ
る
が
、
史
料
批
判

　
の
上
か
ら
し
て
、
そ
の
上
限
を
三
世
紀
ま
で
遡
ら
す
こ
と
に
つ
い
て
は
聲

　
近
し
難
い
。

⑰
急
心
天
皇
の
建
后
は
、
古
事
記
に
よ
れ
ば
師
木
県
主
祖
電
撃
琵
売
で
あ

　
つ
て
天
畠
と
の
血
緑
関
係
は
全
く
な
い
が
、
噸
脚
紀
に
．
よ
れ
ば
皇
后
は
五
十

　
鈴
依
媛
命
で
あ
っ
て
、
天
皇
の
母
媛
躇
輔
五
＋
鈴
媛
と
飾
妹
関
係
に
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
揚
合
祠
倣
密
に
い
っ
て
何
れ
を
姉
と
し
、
何
れ
を
妹
に
す
る

　
か
に
つ
い
て
は
分
明
で
な
い
。
ま
た
用
暇
天
皇
の
場
合
に
あ
っ
て
庵
、
燈

　
岐
多
斯
比
売
と
妃
意
富
仁
多
志
比
売
と
の
順
姉
妹
関
係
が
明
ら
か
で
な
い
。

⑲
　
孝
安
天
皇
と
押
媛
と
の
婚
姻
は
詑
紀
と
も
に
姪
’
と
あ
る
の
み
で
具
体
的

　
な
血
縁
関
係
は
不
萌
で
あ
る
。
天
智
天
皇
と
倭
姫
王
と
の
伯
父
・
姪
婚
は
、

　
三
座
と
軍
装
王
の
父
古
人
皇
子
と
の
兄
弟
関
係
が
明
か
で
な
い
。

⑲
　
続
紀
天
平
元
年
八
月
戊
辰
の
詔
参
照
。

⑳
　
こ
N
に
示
し
た
原
典
は
系
譜
的
に
血
縁
関
係
が
明
瞭
に
蓮
れ
得
る
も
○

　
の
み
を
記
し
た
。
し
た
が
っ
て
記
紀
何
れ
か
一
方
の
み
を
認
し
て
い
る
場

　
合
に
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
婚
姻
そ
の
も
の
が
一
方
の
史
料
に
し
か
み
え
な

　
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。

⑳
拙
稿
「
上
代
紀
年
に
関
す
る
新
研
究
」
（
史
林
第
世
｛
一
軍
第
四
号
）

｛，

z
一
…
、
，
で
ー
ー
～
、
ピ
ー
監
」
‘
一
r
一
く
；
…
．
し
で
唖
藍
、
、
．
、
ご
一
～
髪
吃
～
、
髪
一
㌦
『
、
、
、
…
，
㌧
，
、
、
ζ
」
、
㌦
、
、
、
、
監
r

へ
　
　
　
　
　
　
　
史
学
研
究
会
例
会

㎝
　
　
臼
　
時
　
　
　
　
五
月
十
一
日
（
土
）
　
午
後
一
時

へ
場
所
　
楽
友
会
館

　
　
　
講
舗
演
題
　
　
　
　
巳
本
古
代
の
歴
史
と
地
理
に
関
す
る
諸
問
題

…
　
　
大
和
朝
廷
の
勢
力
圏
の
問
題
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
方
豪
族
の
構
造
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
律
令
都
市
の
歴
史
地
理
的
性
絡
…
の
問
題
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相
さ
え
呈
す
る
。

　
中
世
北
欧
商
業
の
前
駆
を
荷
う
ブ
リ
雀
ス
ラ
ン
ド

商
業
の
衰
退
後
は
、
フ
ラ
ン
ク
の
南
部
、
即
ち
北
フ

ラ
ン
ス
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
無
心
部
と
な
る
が
、

経
済
現
象
の
推
移
は
根
本
的
に
は
大
き
な
変
化
も
な

く
、
北
西
部
へ
の
経
済
発
展
の
主
要
地
域
を
占
め
る
。

　
ま
た
古
代
無
二
の
遺
産
を
最
も
保
存
し
、
地
申
海

を
介
し
て
東
方
商
業
と
結
ぶ
イ
タ
リ
ア
で
も
、
十
字

軍
時
代
の
イ
タ
リ
ア
都
市
の
繁
栄
を
帰
着
点
と
考
え

る
な
ら
ば
、
ア
ル
プ
ス
の
北
と
南
で
は
政
治
的
経
済

酌
条
件
が
相
違
す
る
し
、
ロ
ー
マ
都
市
と
の
直
線
的

接
続
は
認
め
ら
れ
は
し
な
い
が
、
北
と
パ
ラ
レ
ル
に

ほ
ぼ
同
様
な
経
済
事
情
の
推
移
を
理
解
し
て
も
よ
い

で
あ
ろ
う
。
十
二
・
三
世
紀
の
遠
距
離
商
業
の
活
濃

化
は
、
ゾ
ン
バ
ル
ト
の
商
人
の
資
本
三
三
、
あ
る
い

は
大
規
模
商
業
（
一
）
一
Φ
　
σ
q
邑
O
ω
ω
①
　
団
【
P
昌
山
①
一
）
の
実
現

と
い
う
課
題
は
と
も
か
く
と
し
て
、
入
口
…
増
加
と
そ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
あ
い
ま
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
経
済

活
動
の
大
き
な
舞
台
を
展
開
す
る
。

　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
X
　
　
　
　
　
　
×

　
山
中
世
初
期
の
壷
間
轟
茱
に
閥
堅
ヲ
る
ド
ー
プ
シ
ュ
、
ピ
レ

ソ
ヌ
論
争
は
、
今
日
で
は
、
そ
の
内
容
の
精
密
さ
や

視
野
の
拡
大
で
ま
っ
た
く
面
目
を
一
新
し
た
感
が
あ

る
し
、
か
つ
都
市
成
立
の
問
題
も
、
例
え
ば
ブ
ラ
ー

ニ
ッ
ツ
の
ヴ
ィ
ク
の
研
究
（
オ
τ
バ
ン
は
ミ
ッ
タ
イ

ス
の
よ
う
に
従
来
の
…
説
を
破
齪
幽
し
て
、
ム
丑
圓
一
的
に
プ

ラ
書
一
一
ヅ
ツ
に
同
意
す
る
も
の
で
は
な
い
）
、
　
北
欧

都
市
と
イ
タ
リ
ア
都
市
と
の
対
比
綜
ム
ロ
の
中
に
都
市

の
前
史
を
個
溺
的
に
考
究
し
よ
う
と
す
る
エ
ン
ネ
ン

の
そ
れ
に
も
、
そ
の
歴
塑
酌
意
義
を
更
め
て
見
な
お

そ
う
と
す
る
努
力
が
払
わ
れ
て
い
る
。
オ
ー
バ
ン

は
、
こ
れ
ら
最
近
の
そ
れ
ぞ
れ
劃
期
約
労
作
に
足
を

ふ
ま
え
て
、
し
か
も
鋭
い
批
判
的
評
価
か
ら
古
代
地

中
海
商
業
の
衰
退
後
ゲ
ル
マ
ン
の
担
っ
た
商
業
活
動

と
そ
の
領
域
を
正
し
く
理
解
し
、
商
業
（
貨
幣
経
済
）

と
都
市
を
通
し
て
、
中
世
に
お
け
る
遠
距
離
商
業
を

そ
の
始
源
か
ら
十
一
、
理
工
世
紀
の
い
わ
ゆ
る
商
業

ル
ネ
サ
ン
ス
（
遠
距
離
商
業
の
復
活
）
へ
の
発
展
を

跡
づ
け
、
器
世
初
期
経
済
史
に
正
し
い
オ
リ
エ
y
テ

ー
シ
ョ
ン
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
換
言
す
れ

ば
、
ピ
レ
y
ヌ
の
「
商
鳳
莱
の
復
活
」
（
い
”
戦
①
旨
巴
甲

ω
簿
昌
O
①
ロ
霞
6
0
ヨ
ヨ
Φ
邑
O
Φ
）
と
い
う
プ
ラ
ー
ニ
ッ
ツ

の
「
十
一
、
二
十
世
紀
の
革
命
的
な
新
時
期
」
な
る

テ
ユ
マ
に
、
精
密
化
さ
れ
た
実
証
を
補
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
よ
り
緊
密
な
結
び
付
き
を
提
示
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
月
寒
Φ
ぴ
段
目
鋒
け
ρ
ω
露
里
の
ω
o
賊
貯
犀
ω
臼
＝
の
篭
ζ
①
㌣

ω
o
ぴ
Φ
⇒
＜
Φ
甑
環
馨
と
か
い
っ
た
理
念
的
用
語
の
解
釈

に
は
、
か
な
ら
ず
し
も
左
祖
し
か
ね
る
節
も
あ
り
、

そ
れ
故
こ
の
論
文
の
真
意
を
紹
介
し
得
た
か
ど
う
か

疑
問
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
か
か
る
企
て

ば
、
ド
ゲ
ツ
経
済
塑
学
の
伝
統
を
正
し
く
継
承
す

る
。
そ
し
て
く
δ
ほ
⑦
ご
p
ξ
ω
o
げ
ユ
津
捺
巴
ω
o
臨
巴

ρ
P
出
塁
貯
冨
。
ゲ
9
。
津
ω
α
q
Φ
ω
〇
三
〇
冥
Φ
の
主
幹
で
あ
る

彼
が
、
当
然
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ

た
ろ
う
。
一
言
蛇
足
を
加
え
る
な
ら
ば
、
鍵
盤
初
期

荘
園
に
お
け
る
手
工
業
者
の
都
市
へ
の
移
住
と
い
う

大
き
な
問
題
も
、
実
証
的
研
究
の
不
足
も
あ
っ
て
、

農
村
経
済
と
の
関
連
が
深
く
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
な

い
た
め
、
極
め
て
平
面
的
に
し
か
理
解
さ
れ
な
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
－
掘
内
一
徳
一
…

執
籔
者
紹
介

村
井
康
彦

笠
井
倭
人

木
村
　
宏

會
我
部
静
雄

樋
筒
隆
康

藤
岡
謙
二
郎

渡
辺
則
文

笹
本
重
巳

堀
内
一
徳

京
都
大
学
大
学
院
学
生

京
都
大
学
大
学
院
学
生

大
阪
市
立
大
学
助
手

東
北
大
学
教
授

京
都
大
学
講
師

京
都
大
学
教
授

広
島
穴
学
助
手

京
都
大
学
大
学
院
学
生

京
都
大
学
大
学
院
学
生
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息消会学

高
知
県
寺
川
部
落
に
於
け
る
焼
畑
経
営
の
講
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
馬
　
正
胤

横
手
盆
地
周
辺
地
域
の
出
惜
所
産
形
態
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
吉
治
郎

関
東
北
部
と
岩
手
の
疏
菜
移
入
に
於
け
る

　
　
競
合
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
川
本
　
忠
平

果
樹
経
営
と
米
作
…
五
臓
膿
の
み
か
ん
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
藤
万
蒜
男

会
津
赤
井
谷
地
一
泥
炭
地
の
構
造
と
土
地
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
霞
　
義
信

諏
訪
製
糸
業
発
達
の
い
わ
ゆ
る
地
理
的
原
因

　
　
　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
千
葉
徳
爾

駅
の
分
布
－
地
域
構
造
の
一
断
面
　
加
賀
谷
一
郎

衛
星
都
市
の
工
業
機
能
　
　
　
　
　
山
鹿
　
誠
次

地
域
構
造
と
し
て
の
都
市
圏
網

　
義
古
屋
市
周
辺
地
域
の
場
合
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
　
塑
男

都
市
と
土
地
利
用
の
地
域
分
化
と
の
機
能
的

　
関
係
i
米
沢
盆
地
の
地
域
講
造
　
田
辺
　
健
一

考
古
挙
閾
係

麿
津
市
周
辺
の
調
査
　
一
月
五
臼
…
…
二
月
エ
日

　
棄
唖
考
古
掌
会
の
継
続
事
業
と
し
て
、
京
都
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
き

　
水
野
清
一
教
授
等
一
行
が
、
唐
津
市
東
宇
木
、
同

　
　
　
　
く
ん
で
ん

　
市
宇
木
汲
霞
を
発
掘
し
た
。
東
宇
木
で
は
、
古
墳

　
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
横
壁
式
石
室
、

　
箱
式
槍
、
地
下
式
土
壌
計
十
三
基
が
発
見
さ
れ
、

　
珠
交
鏡
、
薫
類
、
刀
剣
を
え
た
。
汲
田
で
は
、
八

　
十
平
方
米
の
区
域
よ
り
弥
生
・
式
前
期
末
よ
り
後
期

　
に
か
け
て
の
甕
棺
五
十
四
基
を
掘
り
、
銅
剣
五
、

　
銅
矛
二
、
銅
肉
二
、
銅
釧
五
、
多
勢
細
文
鏡
一
、

　
玉
類
が
発
見
さ
れ
た
。
多
趣
細
文
鏡
が
学
術
調
査

　
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
の
，
は
は
じ
め
て
の
こ
と

　
で
、
豊
富
な
銅
製
品
の
断
熱
と
と
も
に
、
注
濤
す

　
べ
き
成
果
で
あ
る
。

下
関
市
安
岡
町
梶
栗
浜
遺
跡
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
二
十
一
日
…
二
十
九
日

　
下
関
市
教
育
委
員
会
の
委
嘱
に
よ
り
、
奈
良
古
文

　
化
財
研
究
所
金
関
恕
域
等
が
発
掘
を
お
こ
な
つ

　
た
。
同
地
は
大
正
二
年
に
銅
剣
二
と
多
鉦
細
田
鏡

　
一
、
そ
の
後
銅
剣
二
が
出
土
し
た
と
こ
ろ
で
あ

　
る
。
発
掘
の
結
果
、
組
合
重
箱
式
棺
三
、
瞬
圏
一

　
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
箱
式
各
面
に
は
、
直

　
上
地
表
に
列
石
ま
た
は
敷
颪
が
設
け
ら
れ
、
そ
の

外
側
に
す
兄
た
弥
生
式
壼
と
と
も
に
、
墓
標
を
意

　
落
す
る
も
の
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
同
様
の
敷
石

　
は
他
に
三
個
所
認
め
ら
れ
た
。
年
代
は
土
器
か
ら

　
弥
生
式
葡
期
宋
と
推
定
さ
れ
る
。

編
集
後
記

　
新
進
村
井
氏
の
力
作
を
は
じ
め
と
し
て
興
味
深
い

数
々
の
玉
稿
、
本
号
も
多
彩
な
内
容
を
盛
っ
て
お
属

け
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
編
者
に
と
っ
て
こ
の
上
も

な
い
喜
び
で
あ
る
。
い
よ
い
よ
四
月
に
は
、
昨
款
定

め
ら
れ
た
新
会
則
が
施
行
さ
れ
る
。
長
い
伝
統
に
輝

く
本
会
が
、
更
に
飛
躍
す
る
た
め
の
衣
更
え
で
あ
る
。

史
林
も
数
え
て
殴
○
巻
、
不
惑
の
域
に
達
し
た
と
で

も
言
う
べ
き
か
。
今
年
を
史
学
研
究
会
発
展
の
重
要

な
劃
期
と
す
る
た
め
に
、
会
員
の
各
位
の
推
進
を
お

願
い
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
竺
沙
雅
章
）

一
九
五
七
年
二
据
二
五
日
印
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
価
　
颪
円

一
九
五
七
年
三
月
　
一
日
発
行

　
史
林
（
第
鰺
○
巻
第
二
号
）

　
　
　
・
京
都
霜
究
水
区
告
田
本
簸

　
　
　
京
都
大
学
丈
学
部
内

発
行
所
　
　
皮
　
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
替
京
都
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
原
　
三
園

　
　
　
　
　
　
　
編
輯
主
任
　
　
赤
松
竣
秀

　
　
　
京
都
市
下
京
臨
七
条
御
所
ノ
内
冠
町
三
九

印
欄
所
　
中
村
印
契
株
式
会
社
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